
自分の思いや考えを表現し課題解決しようとする(語り場 学び場 麻生中)

５月29日（木）に学校運営協議会を実
施しました。学校運営協議会は、学校運
営に関わる保護者や地域住民が意見交換
や協力を行うことで、学校と地域が一体
となって子供たちの教育を育むための制
度です。
本協議会には、学校運営協議会委員長、ＰＴＡ会長さんをはじめ、歴代のＰＴＡ会長さ

んや青少年相談員の方々、行方市教育委員会生涯学習課の皆様にご参加いただき、意見を
頂戴しました。多様な意見を今後の学校運営に生かしてまいります。
また、今後、学校支援のためのボランティアを募集してまいります。ご支援いただけそ

うな活動内容がありましたら、登録にご理解とご協力をお願いいたします。
※登録いただいたからといって、即座に活動・強制的に活動いただくことはありません。
ボランティアを行っていただく日時等が合致した場合、ご都合がついた場合にご支援を
いただきます。登録いただいた保護者の皆様には、ご協力いただきたい日時等について
別途通知いたします。
＜学校運営協議委員さんからの主なご意見＞

・学校支援をしやすくするために教員が、どんなことを行っているのか、どんなこ
とに困っているのか教員の業務を見える化すること。

・健康・安全な学校づくりには基本的な生活習慣の確立、ＳＮＳや動画との向き合い
方について保護者と連携していくことが重要であること。

・生徒が主体となって活動する際のガイダンス機能の充実を図っていくこと。リーダ
ーシップ、フォロワーシップを育てていくこと。

・地域の方々が学校の様子がわかるようにするため、学校だよりやＨＰ等の活用を工
夫していくこと。

・豊かな心の育成のために思いやり行動とともに、生徒が失敗する経験を大切にして
いくこと。

・持続性・継続性のある学校運営を行っていくこと。
・勉強だけでなく思いやりやリーダーシップ等、生徒の自信を育んでいくこと。
・主役は生徒たち、学校だより「かがやく麻生中」で生徒の姿を発信していくこと。
・よりよい学校づくりに向けて、学校が困っていることを共有し見守り、できること
を継続していくこと。

・地域の人々が見守っていること、ボランティアの方々が学校に入ることで、生徒の
安全・安心感を高めていくこと。

・課題改善に向けて情報を共有していくこと。
・学校運営協議会に生徒の意見を反映させていくこと。

【麻生中学校の歴史】

校訓「学び 磨き 思いやる」は平成２４年 麻生中学校開校当時、
教務主任、生徒指導主事が中心となり、教職員で協議し決定しました。

雄飛の像は、開校当時、麻生第一中学校より移設
しました。移設のための資金は、ＰＴＡ活動として
バザーを開催し資金を集めました。
１０万円弱 移設のための資金が集まりました。
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